








研究目的:

　予防接種や,上気道感染(インフルエンザ他),水痘感染などにつづいて突然け

いれん,意識障害等重篤な脳症状,急激な経過,高度の致命率を示し,治癒しても

脳障害を起しやすい病態－病理解剖学的には急激な脳浮腫を主体とする－急激

脳症の成因,治療,予防を目的とする。

　本症はかって恐れられた疫痢(赤痢菌感染の劇症型)やいわゆる重症自家中毒

症にかかわり,子をもつ親の不安のまととなるものである。なかでも本症の一

型である Reye 症候群は米国でインフルエンザ流行とともに多発しており“現

在もっとも危険で頻度の高い脳をおかす疾患"としてクローズアップされ早期

診断,適正治療により救命率も高くたなっている。


